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化学薬剤による水稲の生育調節に関する試験

第1報　殺線虫剤処理が水稲の生育収量におよばす影響

高　野　文　夫・大　川　　　晶

佐々木　信　夫・小　川　勝　美

（岩手県農試県南分場）

1．ま　え　が　き

水稲に対する殺線虫剤処理が稲生青畳の増大並びに増

収効果の影響については，2～3の試験例が報告されて

いるが，それらは主としてイネネモクリセソチュウの密

度の低下によるとされている。当場のようなイネネモク

リセソチュウの棲息密度の極めて少ない圃場においても

明らかに稲に対する影響が認められる。

筆者らは．化学薬剤による水稲の生育調節の一方法と

して．殺線虫剤（D－D，クロールピクリソ，EDB，

第1表　供　託　条　件

考DBCP）を土壌処理した場合の水稲の生育収量におよ

はす影響について昭和39～40年にわたって試験を実施し

たのでその結果について報告する。

2．試　験　方　法

昭和39年度ササシグレ（畑首）を供試し5月17日，36cm

×12cm（22．7株／㌶）に田植し，標準施肥量3要素おのおの

675g／αとし2区制で第1表の供試条件で試験した。

ついで昭和40年度においては，前年処理圃場において

施肥条件だけ同一とし，前年の薬剤処理が次年度におよ

ぼす持続効果についての試験を行なった。

3．試　験　括　果

1．生育の推移

殺線虫剤処理の影響については田植後活着が良好とな

り障害はみられず，また約1カ月頃より処理区の葉色が

濃緑となり生育差がみられる。処理による草丈・茎数の

推移は第2表のとおりである。

すなわち，処理による草丈・茎数の差は田植1カ月後よ

り現われ，6月下旬～7月姶頃より著しくなり．最高分けつ

期においては，施肥レベルの差とともに薬剤処理の影響

第　2表　草　丈・茎　数　の　推　移（％）

区 名
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これら薬剤処理による生育量の

増大は出穂後の梓長・穂数にも同

様の傾向となって現われたが．出

穂期は第3表のようにややおくれ

た。

節間長の調査結果は第1図のよ

うに薬剤処理区に伸長の増大がみ

られるが，特に上位節間に認めら

れ，下位の第4，5節間は大差な

く，また株当りの節間数別に穂数

を分頸してみると，殺線虫剤処理

によって，5節問穂数が多くなり，

かつその比率も高く，6節間穂数

が顕著となり，D－D処理窒素50％滅肥でも無処理標肥　　もまれに認められる。しかも前述の上位節間の伸長は4

に匹敵する生育量を示した。薬剤間ではクロールピクリ　　節間穂よりも5節間穂に処理の差が大きくみられる。

ソが最も草丈・茎数の増加が大で，次いでD－D，DB　　　　　2．収量に対する影響

CPであり，EDBは無処理より若干優ったにすぎなか　　　出穂並びに収量の調査結果は第3表に示した。

った。なお処理により乗数の増加も若干認められた。　　　　すなわち生育の旺盛であった殺線虫剤処理区は出穂が

第　3　表　　出穂・成熟・収量：調　査

区 名

第　4表　前年　処理持続　効　果

区 名

理
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数日おくれ，辞長の増大並びに穂数の増加が著しく，反

面倒伏が多くなり，稔実の低下がみられた。これは当年

度（昭39）の出穂後の異常寡照が影響したことも考え

られるが，収量は窒素劇巴条件では倒伏のため処理によ

る増収効果はみられない。液肥条件では倒伏が少ないの

で処理区が多収を示した。薬剤間では窒素25％液肥条件

でD－Dが最も収量多く．ついでクロールビクリソ．D

BCP．EDBの順でいづれも薬剤処理による増収効果

（9～5％）が認められた。

収量構成の分解調査結果からは．薬剤地理により生育

伸長の旺盛が一穂籠花数の増加となるが，反面豊熟の低

下を伴ない一穂稔実粒数は増加せず，処理による穂数増

加が収量増に結びついたものと認められる。

3．前年薬剤処理の残効

これら殺線虫剤処理が次年度への生育収量に与える影

響をみたものが第4表である。

第5表　イネネモク1トヒソチュウ寄生数
（水稲根10g当り）

注．分離法：水横板を2～5冊の長さに細断し，ペー
ルマソ氏法により240C中48時間分堆

±O N
－25％
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月　　　　　　日

第2園　土壌のNH4－Nの消長

すなわち前年設線虫剤処理は次年度の水稲生育にも影

響をおよぼし，辞長並びに穂数が優り．生育畳の増大を示

し，収量においても尉巴・液肥条件とも増収効果が認めら

れた。薬剤間においては，D－D＞DBCP＞クロール

ビクリソ＞EDBの偶であり，当年度（昭40年）の登熟期

の多照も影響し穂数増加と共に一穂稔実粒数も優った。

4．線虫並びに土壌窒素への影響

殺線虫剤処理が水稲の生育収量におよはす影響の原田

については．その一つとしてイネネモクリセソチュウの

影響が考えられるが，当供試圃場においては乾田のため

か線虫密度は第5表のように全般に少なく，処理前も土

壌10g当り33匹以下であり（県下多い圃場で600匹，普通

圃場で100～200匹），処理後の線虫減少効果も明らかで

ない。したがって殺線虫剤処理による水稲の生育収量に

およぽす影容は寄生線虫の影響とは認められなかった。

次に水稲の窒素養分吸収については．D－D処理は無処

理に対し相対的に高い濃度で経過し．土壌中の窒素の消

長をみると第2図のように，穀線虫剤D－D処理区は無処

理より土壌窒素が高い懐向がみられ，このことが処理区

の生育を無処理区より旺盛にさせた一因と考えられる。

このように処理により土壌窒素が増す理由については

明らかでないが，硝酸化成の抑制による施肥窒素の肥効

持統および土壌中の微生物フdラの部分殺鼠交代に伴

う有機態窒素の無機化いわゆる地力の発現等が考えら

れ，その結果旺盛な生育量を示したものと推察される。

4．む　　す　　び

田植前に殺線虫剤（D－D．クロールピクリソ，ED

B，DBCP）を土壌処理した場合の水稲の生育収量に

およはす影響について，昭和39～40両年において試験し

た。その結果．草丈・茎数等の生育量の増大が著しく，

穂数並びに一穂溺花数の増加が認められ，玄米重はいづ

れも座り．特に滅肥条件においても，無処理剤巴より優

った。収量増は構成要素よりみて，穂数増加による影響

が大きい。薬剤の徳原については，クロールピクリソが

長も生育量の増大に影響が大きく．次いでD－D→DB

CPであり，EDBは最も少なかった。

なお，これらの殺線虫剤処理の影響は次年度にも持続

し，生育量を増し収量増が認められた。

この原因は当圃場においてはイネネモグリセソチュウ

の陸息密度が少ないので寄生線虫の影響とは認められ

ず，薬剤処理匿より土壌中のNH4－Nが高濃度に経過

し．水稲の養分吸収も高く，硝酸化成の抑制による施肥

窒素の持続および土壌微生物の殺菌交代に伴う有機態窒

素の無幾化等によるものと考えられる。


